


前書き的なもの

この五行歌集は１９９９年から２０１０年現在までの作品の中からとことん粗く選別した歌で構

成されている。

寡作なのと２００８年初頭〜２０１０年９月くらいまで書かなかった時期もあったので、たぶん

総作品数としては他の方よりは少ないはずだ。

その中から個人的に心に残ったもの、諳んじられるもの、一から投稿誌を引っ張り出すのが億劫

なので手近な最近の作品などを載せてみたらば、密度が濃いわりに取りとめのない選別な感も

ある。

機会を見て少しづつ、２冊目３冊目と記録＆整理がてら作って行こうと思う。

 

 

 

２０１０年１２月　クリスマスイブ一週間前

 

金沢　詩乃

































































後書きっぽく

 

 

 

ちょっとのことでも痛いと騒げる。

 

誰一人同じ平凡などない。

 

失恋から、こどもの誕生から、死から、次来る季節のにおいから、

 

生まれるものもそれぞれで、行き着くところは皆同じ場所。

 

あれほど食べれなかった、飲めなかったものが

 

すっと喉を通るようになり深く己の糧となる。

 

 

 

その瞬間が

 

 

 

たまらないんだぜ。

 

 

 

 

 

 

 

パブーの存在を教えてくれた井椎しづくさん

そして五行歌創設者、草壁焔太先生、並びに関係各位様

私の人生において、抱きしめ、慈しみ、張り倒し、どつきまわしてくれた

数々の存在に感謝を込めて。

 

 

 



 


